
神奈川県はSDGs最先進県として、
2050年までに二酸化炭素排出量実質ゼロを目指します！！

2050年脱炭素社会の実現に向けて

令和２年２月３日
神奈川県
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県温室効果ガス排出量（推計）の推移
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2016年度の排出量は、2013年度比で▲6.1％
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台風19号による被害
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気候変動問題への対応
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〇今のいのちを守る取組

〇未来のいのちを守る取組
～2050年の「脱炭素社会」に向けて～

〇気候変動問題の共有(情報提供、意識啓発)

令和元年第３回神奈川県議会定例会 環境農政常任委員会 報告資料より



ＳＤＧｓ最先進県 神奈川の
７つの挑戦

防災・環境
未病改善

福祉
先進県

ともに
生きる

オリンピック・
パラリンピック

観光立県
ベンチャー・
中小企業
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〇気候変動を踏まえた風水害への戦略的対策

〇県有施設「再エネ100％化」への道筋

〇「０円ソーラー」による太陽光発電の普及促進

〇「アクア de パワーかながわ」開始（水力発電の環境価値を利活用）

〇 スーパー等と連携したワンウェイプラ（レジ袋等）の削減

防災・環境対策を強化し、2050年「脱炭素社会」実現へ！
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７

当面の取組の方向性
～2050年の「脱炭素社会」に向けて～

〇「神奈川県地球温暖化対策計画」に基づく取組の推進

☆温室効果ガス削減目標 2030年度△２７％（2013年度比）

〇県の率先実行※の推進

※「県庁温室効果ガス抑制実行計画」に基づく取組など

〇脱炭素化へのチャレンジの始動


